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 長島淳子氏博士（文学）学位請求論文  
『幕藩制下の農村女性』 
審査報告要旨 
 本論文は、近世日本社会における農村女性を、労働・家族・セクシュアリテｲ・社会運動
などの角度から検討し、その社会的位置を考察するとともに、女性史研究の視座から見た
近世日本の国家・社会の歴史的特質を明らかにしようとしたものである。論者は、女性史
の諸事象は連続性が強く、長期的な視野から観察してはじめて変化の相が把握できるので
通史的に認識する姿勢が求められるとし、本論文でも、中世から近世へかけての推移を追
いながら近世的な特徴を照らし出し、また近世についても 17世紀から 19世紀にわたって
検討のテーマを配している。「女性史」と「ジェンダー史」の乖離が言われる研究状況に
ついて、論者は、「前近代」に関しては「女性史」は政治から慣習に至る多様な対象につ
いて男女間の社会的相関関係、性差別を念頭において論証を重ねてきており、性差構築の
歴史性を問う「ジェンダー史」と同方向の研究を実践してきたと主張し、研究史の段階的
変化を第二次世界大戦以前の草創期、1960年までのブーム的な第 1期、1970年代の方法論
上の議論と成果が生まれた第 2期、1980年代の学問的自立が進んだ第 3期、1990年代以降
のジェンダー概念が導入され隣接科学との交流が広がった第 4 期に区分する。したがって
論者の方法論は、「ジェンダー史」の提起する諸概念の有効なものを吸収しながら、論者
自身が取り組んできた近世農村女性史の研究をいっそう拡充・深化させるというものであ
り、本論文もこの方法で、収集した一次史料による実証作業を踏まえて近世女性の社会的
位置を詳細に検討し、得られた論点を、蓄積のある「幕藩体制論」や民俗学的知見に摺り
合わせつつ、ていねいな論理化をこころみている。 
 第1、2章では、農業における女性労働を検討するが、諸史料によれば、単婚小家族の労
働力に依存する小農経営では、女性は家事労働（食事全般、機織り・衣類作成、介護、育
児）に並行して、畑作物全般の労働とともに、農業の中核で繁忙期が集中する稲作の田植
え・田草取り・脱穀調整などの全過程に参加する。農業労働は男女がほぼ同一作業に従事
し、筋肉労働・重労働に従事する男性に対し、手先の繊細さや柔軟性を要する軽作業、長
時間の単純作業に女性が従事する傾向があるが、性別役割分担は強固でなく、稼働可能な
ほうが作業を行う労働慣習であるとする。しかし奉公人労働に依存する大経営では、男女
の性別役割分業が支配的であるという。中世からの変化としては、苧麻原料の縫織労働に
多くの時間が取られたのが分業化の可能な木綿衣料に変わることで女性の農業労働への進
出をうながしたとする先行学説に賛同しながらも、田植えは、出産機能と結びついた田の
神信仰、神の依り代とする「早乙女」女性観を背景として、一七世紀末までは女性固有の
労働であったと主張する。それが近世では、次第に信仰要素が減退して手先の器用さゆえ
に女性が田植えを行うという機能重視、作業効率優先の視点に変わるとする。こうした変
化は、小農経営の生産力向上への努力の結果でもあるが、男性監督の下への女性労働の組
み込みと、田植えという女性固有の領域への男性の進出をもたらす。しかし田植えの予祝
行事性は失われず商品化しつつも「早乙女」労働が持続し、女性による田植えを優位にみ
る民俗が続いたとし、これを田植え労働のジェンダー化と規定する。一七世紀後半以降は
女性労働の不可侵領域を次第に失うが、商品作物の栽培・加工、販売など多様な労働への
女性参入があるとし、この意味で女性は生産主体であり続けたとする。第 3 章も、四季絵
 
 図からの農業の検討であるが、ここでは農作業と日常生活の中での男女の役割を詳細に観
察し、そこに男女の上下関係的なジェンダー化が多々表象されていることを論じている。 
 第4章では、「主婦権」と女性の「自由」の関係を、18世紀後半から書かれた日記を素
材に検討する。年礼、祝儀、葬儀、法事。出産・病気見舞い、買い物・支払い、物見遊山
などの外出外泊が、「主婦権」の委譲後の姑と嫁の立場でどのように変化するのかを検討
し、「主婦権」が委譲されると、姑は外泊などの「自由」度が増え、嫁は家事労働の権限
で家族内の地位は高まるが、「自由」さは制約されるとする。第 5 章では、近世社会にお
ける若者総体による自村の娘の性支配というセクシュアリテｲと、それを背景として起こり
うる性的暴力として、19世紀の「強淫出入」文書を詳細に分析する。被害女性の江戸出訴
と、性的嫌がらせということに対して謝罪と訴訟費用負担で示談に至る経緯を追い、衰退
した家に属する女性が受けやすい重層的な侮りを指摘する。第 6章では、19世紀前半の百
姓一揆を事例に、用水組合の村々の越訴の事後、入牢者（父・夫・倅）の家族女性が吟味
の早期決着、処罰の軽減を願う訴訟を展開した事例を検討し、家維持（農業・課役）にお
ける積極的な意味合いでのジェンダーロ－ルを引き出す。論者は、赦免歎願行為や裁許の
全過程を入れることで、女性を「後方支援」ではない見方で位置づけられるとする。 
 終章では、以上の個別分析を念頭におき、先行研究を取捨しつつ、中世から近世へかけ
ての社会変動を女性史の視点で論理化することをこころみる。臨戦態勢の構造化にともな
う軍役陣夫役負担者の男性家長を通じた「家」の把握が、女性の役割を軽視する社会通念
の創出となり、儒教仏教の思想と融合して「表」「奥」を始めとする男性優位の社会構造
の実現に向かわせ、「家父長制的家」を成立させ、百姓社会から武士社会に至るまで、嫁
取り婚、一夫一婦、嫡男継承を基軸とする社会になっていくとする。 
論者は、この推移は、武家女性に関しては社会的地位の低下となったが、村落では女性
の農業労働への参入増大も契機となって小農家族の形成をみちびき、男女下人の地位上昇
と待遇改善、一軒前百姓の増大、婚姻率上昇と出生率増大が主側面となって進行したとす
る。しかし同時に、土地財産と生産手段の男性家長による独占と女性の公的領域からの排
除という点では、武士社会も小農社会も同様であり、父系基本の家族安定の他面で、周縁
的非農業民への差別意識が醸成されたとする。論者は以上から、近世の国家・社会につい
て、「父系制を基礎とする『家』経営体において、男性（家長・夫・主人）に権力が集中
した男性優位の社会体制」と結論づける。 
 論者は、近世農村女性史研究については開拓者の位置にある。論者が、農村の一次史料
を解読・解釈して論理化する作業を長らく続け、大小の論点を確かめながら、幕藩体制論
について女性史の視座から上記の定義に到達したことを高く評価したい。近世史の全体構
成に女性史が位置付くためには、家と男女の関係に加えて、村町の共同体との関係、公儀・
諸藩のような権力体との関係などが女性史の視点で解明され、それぞれの論点を得る必要
があろうが、本論文の課題からすれば、豊富な論点を提起した学問的達成は疑問の余地が
ない。よって本論文は、博士（文学）の学位に相当するものと判断する。 
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